
第46回市民の舞台遠野物語ファンタジー
「遠野猫譚

ばなし
」（表紙写真）

今回のファンタジーは猫と和尚を中心に、
人々の勘違いが騒動を起こしていく喜劇。
この公演では、舞台装置の工夫や遠野テレ
ビでの生放送など、感染症対策を念頭に置
きながら、新しい市民劇の形に挑戦しまし
た。客席は終始笑いに包まれ、観ていた人
の心に一足早い春が訪れたことでしょう。

令和２年度（第 47回）令和２年度（第 47回）
遠野市教育文化振興財団顕賞式受賞者紹介遠野市教育文化振興財団顕賞式受賞者紹介

34 個人 14 団体を顕賞34個人 14 団体を顕賞ほかほか



輝
か
し
い
功
績
を
讃
え
て

　

令
和
２
年
度（
第
47
回
）遠
野
市
教

育
文
化
振
興
財
団
顕
賞
式
は
、２
月

11
日
あ
え
り
あ
遠
野
を
会
場
に
、約

１
５
０
人
が
参
列
す
る
な
か
、教
育

や
文
化
、体
育
、社
会
活
動
、財
団
活

動
貢
献
の
分
野
で
活
躍
し
た
34
個
人

14
団
体
を
顕
賞
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
活
動
成
果
発
表
は
、感
染
症
対
策

の
た
め
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
事
業
で
は
、
教
育
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
等
の
各
分
野
で
す
ば
ら
し
い

功
績
を
収
め
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
個

人
や
団
体
を
顕
賞
し
、遠
野
市
に
お

け
る
教
育
文
化
の
一
層
の
発
展
と
意

欲
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
が
規
模
を

縮
小
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
と
は

異
な
る
状
況
で
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、そ
の
限
ら
れ
た
場
で
自
ら
が

培
っ
て
き
た
力
を
出
し
切
り
、多
く

の
市
民
が
素
晴
ら
し
い
成
果
を
残
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
は
４
～

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
で
５
回
目
の「
教
育
文

化
奨
励
賞
」受
賞
と
な
る
遠
野
緑
峰

高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
、小
原
快
都

さ
ん
、10
回
目
の
受
賞
と
な
る
長
山

美
空
さ
ん
、そ
し
て
、永
年
地
域
と
一

体
と
な
り
し
し
踊
り
の
保
護
活
動
と

後
継
者
育
成
に
注
力
し
て
き
た
上
郷

し
し
踊
り
保
存
会
へ「
教
育
文
化
特

別
奨
励
賞
」を
贈
り
ま
し
た
。

　

賞
状
を
手
に
自
信
に
満
ち
た
受
賞

者
た
ち
の
表
情
に
、今
後
の
更
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域と人をつくる伝承
　今回の受賞にほだされて心を燃やし、こ
れからも倦

う

まず弛
たゆ

まず絶望的な状況でも持
てる力の全てを注いでいく覚悟です。
　地域づくりの一環として園児、小学生、
中学生に伝承を続けます。たとえ、今まで
と違う形になったとしても私たちはそれを
伝える努力をしていかなければなりません。
　世代から世代へと伝承される中で社会的
結束を強めるとともに、アイデンティティ
と絆の感覚をもたらすことにも重要な役割
を果たしている芸能です。代表  佐々木 國

くにちか
允 さん

上郷しし踊り保存会

たくさんの人々に笑顔を
　ぼく達、綾織小学校の語り部が表彰され、
とても誇らしい気持ちです。ありがとうご
ざいました。
　綾織小では、３年生から一人ひとつの語
りを覚えることになっていて、認定会の合
格を目標に一生懸命に練習をします。いた
だいた認定証をつけて、地区行事や学習発
表会で発表すると、一人前の語り部になれ
たような気持ちになります。そして、語り
を聞きに来てくださった人々の笑顔を見る
とうれしくなります。
　これからも、綾織小の語り部を大切にし、
たくさんの人々に聞いていただきたいと思
います。菅田 好

こうせい
誠 さん（６年）

綾織小学校子ども語り部

（左から）

菅原 美
み き

姫 さん（３年）、

田代 由
ゆ づ き

都季 さん（２年）、

福嶋 心
こ こ な

菜 さん（３年）、

畑山 藍
らん

 さん（２年）、

田代 陽
ひ な た

南多 さん（３年）

　これまでの私達の活動が評価され、
今回このような賞をいただきうれし
かったです。
　駅伝部としての賞でしたが、走った
５人だけではなく、陸上部全員で練習
に取り組んできた結果であり、またこ
れまでの先輩方が築いてきた伝統や多

築かれてきた伝統と多くの支えを力に

遠野中学校女子駅伝部

くの方々の応援や支えがあったからだ
と思います。
　遠野は陸上や駅伝で活躍できる土壌
があると思います。昨年、私達は目標
であった県大会優勝は叶いませんでし
たが、後輩達にはその悔しさをバネに
優勝を目指して頑張って欲しいです。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

令和２年度（第 47 回）令和２年度（第 47 回）
遠野市教育文化振興財団遠野市教育文化振興財団顕賞式顕賞式

年に一度、さまざまな分野で輝いた皆さんを表彰する顕賞式。
今年度は、教育や、文化、体育、社会活動、財団活動貢献の分野から 34 個人 14 団体を顕賞しました。
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顕賞の流れ

市内の小中学校及び県内の高校、市芸術文化協会など
関係機関・団体に顕賞基準の送付

各機関・団体から推薦書の提出

顕賞委員会で審査し答申

当財団理事会で顕賞者を決定、
被顕賞者へ通知

顕賞式

～
10
月

令和２年度の推薦を受け付けています。

令和２年度中に功績があった方は、顕賞の対象
となる場合があります。
電話またはメールでお問い合わせいただくか、
当財団ホームページより推薦書をダウンロード
し記入の上、郵送ください。

財団　顕賞式　推薦

11
月

12
月

１
月

２
月

顕賞の種類

■ TEL　0198-62-6191
■ e-mail　mail@tono-ecf.or.jp

遠野市民文化賞
教育文化の振興に著し
い功績

これまでに授与した数

個人／ 14　団体／３

教育文化特別賞
地域社会において優れ
た活動と永年にわたる
功績など

これまでに授与した数

個人／ 15　団体／６

教育文化特別奨励賞
教育文化奨励賞受賞回
数が [ ５の倍数 ] 回など

これまでに授与した数

一　　　般　文化…個人／４　
　　　　　　教育…個人／１　団体／１
　　　　　　社会…団体／１
児童・生徒　文化…個人／２　団体／６
　　　　　　体育…個人／41    団体／５

教育文化奨励賞
県大会１位または東北
大会・全国大会入賞、永
年にわたる育成など

これまでに授与した数

一　　　般　文化…個人／113　団体／52
　　　　　　体育…個人／34 　団体／13
　　　　　　教育…個人／22 　団体／44
　　　　　　国際…団体／１
　　　　　　社会…個人／39 　団体／19
児童・生徒　文化…個人／560　団体／73
　　　　　　体育…個人／864　団体／420

財団活動貢献賞
寄附金等 が [20万円 の
倍数 ] 円（相当）

これまでに授与した数

個人／ 6　団体／ 1

（令和３年２月現在）

教
育
文
化
特
別
奨
励
賞

▼
上
郷
し
し
踊
り
保
存
会 

上
郷
し

し
踊
り
を
後
世
に
残
す
た
め
永
年
に

わ
た
り
後
継
者
育
成
と
保
護
活
動
を

目
的
に
活
動
し
、郷
土
芸
能
の
継
承
、

人
間
形
成
、地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
令
和
２
年
度
岩

手
県
教
育
表
彰

▼
遠
野
緑
峰
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ 

令
和
２
年
度
岩
手
県
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
で
最

優
秀
賞

▼
長
山
美み

く空（
青
森
明
の
星
高
３
）令

和
２
年
度
青
森
県
高
等
学
校
夏
季
空

手
道
競
技
大
会
女
子
団
体
組
手
で
第

１
位

▼
小
原
快か
い
と都（
仙
台
育
英
学
園
高
３
）

男
子
第
71
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競

走
大
会
兼
男
子
第
56
回
東
北
高
等
学

校
駅
伝
競
走
大
会
宮
城
県
予
選
会
で

第
１
位
ほ
か

教
育
文
化
奨
励
賞

◆
一
般
の
部　
文
化
活
動
部
門

▼
遠
野
昔
話
語
り
部
の
会 

永
年
に

わ
た
り
市
内
の
施
設
や
各
メ
デ
ィ
ア

へ
の
出
演
な
ど
を
通
じ
遠
野
の
昔
語

り
の
魅
力
を
広
く
伝
え
、語
り
部
の

後
継
者
育
成
に
尽
力
し
遠
野
の
貴
重

な
伝
承
文
化
の
振
興
に
貢
献

◆
一
般
の
部　
体
育
活
動
部
門

▼
多
田
友と

も
か
ず和（

宮
守
町
）令
和
２
年
度

（
第
55
回
）岩
手
県
猟
友
会
安
全
狩
猟

射
撃
大
会
個
人
の
部
Ａ
ク
ラ
ス（
55

歳
以
下
）で
優
勝

◆
一
般
の
部　
教
育
活
動
部
門

▼
青
笹
小
学
校 

保
護
者
や
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
連
携
し
、児
童

が
日
常
的
に
本
に
親
し
む
環
境
づ
く

り
や
授
業
を
通
じ
た
図
書
活
動
の
成

果
が
評
価
さ
れ
、令
和
２
年
度
子
供

の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
文

部
科
学
大
臣
表
彰

▼
遠
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

研
修
会

等
に
よ
り
家
庭
で
の
教
育
力
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、学
校
と
連
携

し
た
特
色
あ
る
活
動
を
行
う
な
ど
社

会
教
育
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、令
和
２
年
度

岩
手
県
教
育
表
彰

◆
一
般
の
部　
社
会
活
動
部
門

▼
佐
々
木
浩ひ

ろ
あ
き章（

中
央
通
り
）遠
野
空

手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
以
来
永

き
に
わ
た
り
指
導
者
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
育
成
強
化
に
努
め
、大

会
等
で
多
く
の
成
果
を
収
め
る
な
ど

青
少
年
の
健
全
育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
貢
献

▼
柳
田
三さ

ん
ご
ろ
う

五
郎（
土
淵
町
）平
成
20
年

か
ら
希
少
野
生
動
植
物
保
護
検
討
委

員
会
の
有
識
者
委
員
と
し
て
、希
少

野
生
動
植
物
の
保
護
を
通
じ
水
環
境

の
保
全
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、令
和
２
年
度
岩
手
県

環
境
保
全
活
動
知
事
表
彰（
水
環
境
・

水
資
源
部
門
）

◆
児
童
生
徒
の
部　
文
化
活
動
部
門

▼
牧
田
奈な

お桜（
遠
野
北
小
５
）第
19
回

絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の
町
の
た

か
ら
も
の
絵
画
展
で
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
会
長
賞

▼
田
中
秀し

ゅ
う（

遠
野
中
１
）令
和
２
年
度

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
岩
手
県
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
賞

▼
木
元
小こ
は
る春（
同
２
）第
53
回
手
紙
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
絵
手
紙
部
門
で
銅
賞

▼
鳥
屋
部
心こ
は
る桜（
同
）第
53
回
手
紙
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
絵
手
紙
部
門
で
審
査

員
特
別
賞

▼
松
田
美み

く空（
同
３
）第
53
回
手
紙
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
絵
手
紙
部
門
に
お
い

て
銅
賞

▼
髙
橋
太た

い
よ
う陽（

遠
野
東
中
３
）第
29
回

全
日
本
中
学
生
高
校
生
管
打
楽
器
ソ

ロ
コ
ン
テ
ス
ト
北
東
北
大
会
で
金
賞

▼
佐
々
木
大ひ
ろ
き輝（
遠
野
西
中
３
）令
和

元
年
度
市
内
小
中
学
校
環
境
・
科
学

研
究
発
表
会
に
２
年
連
続
で
参
加
し

チ
ー
ム
に
よ
る「
続
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

の
パ
ワ
ー
」と
題
し
た
同
一
テ
ー
マ

の
研
究
内
容
を
評
価

▼
千
葉
大だ

い
と翔（

同
）令
和
元
年
度
市
内

小
中
学
校
環
境
・
科
学
研
究
発
表
会

に
２
年
連
続
で
参
加
し
チ
ー
ム
に
よ

る「
続
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
パ
ワ
ー
」と

題
し
た
同
一
テ
ー
マ
の
研
究
内
容
を

評
価

▼
冨
田
龍り

ゅ
う
き輝（

同
）令
和
元
年
度
市
内

小
中
学
校
環
境
・
科
学
研
究
発
表
会

に
２
年
連
続
で
参
加
し
チ
ー
ム
に
よ

る「
続
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
パ
ワ
ー
」と

題
し
た
同
一
テ
ー
マ
の
研
究
内
容
を

評
価

▼
高
成
永と

わ遠（
遠
野
緑
峰
高
２
）令
和

２
年
度
岩
手
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連

盟
大
会
意
見
発
表
分
野
Ⅱ
類
で
最
優

秀
賞

▼
大
原
達た

つ
や也（

同
３
）第
14
回
全
農
学

生「
酪
農
の
夢
」コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
優
秀
賞

▼
佐
々
木
美み

さ

き
咲
姫（
同
）令
和
２
年
度

岩
手
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会

意
見
発
表
分
野
Ⅰ
類
で
最
優
秀
賞

▼
谷
藤
百も
も
か香（
花
巻
北
高
２
）第
43
回

岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送

部
門
兼
第
38
回
岩
手
県
高
等
学
校
放

送
新
人
大
会
朗
読
部
門
で
最
優
秀
賞

▼
綾
織
小
学
校
子
ど
も
語
り
部 

平

成
21
年
か
ら
教
育
活
動「
ふ
る
さ
と

綾
織
学
習
」の
一
環
で
活
動
を
開
始

し「 

語
り
部
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
子
ど
も
語
り
部
に
認
定
、

活
動
の
成
果
は
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
発
表
し
伝
承
文
化
の
振
興
に
大

き
く
寄
与

▼
小
友
小
学
校
子
ど
も
語
り
部 

平

成
21
年
か
ら
活
動
を
開
始
し「
語
り

部
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

子
ど
も
語
り
部
に
認
定
、活
動
の
成

果
は
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
発
表

し
伝
承
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与

▼
土
淵
小
学
校
子
ど
も
語
り
部 

平

成
９
年
か
ら
活
動
を
開
始
し「
語
り

部
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

子
ど
も
語
り
部
に
認
定
、活
動
の
成

果
は
学
習
発
表
会
で
発
表
し
、伝
承

文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
令
和
２
年
度
岩
手
県

教
育
表
彰

▼
遠
野
緑
峰
高
等
学
校
野
菜
果
樹
研

究
班 

漬
物
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
０

個
人
の
部
で
金
賞
ほ
か

◆
児
童
生
徒
の
部　
体
育
活
動
部
門

▼
菅
原
雛ひ
な
り星（
遠
野
小
６
）第
15
回
遠

野
市
内
小
学
校
陸
上
記
録
会
６
年
女

子
８
０
０
㍍
で
大
会
新
記
録
に
よ
り

第
１
位

▼
照
井
咲さ
あ
や絢（
綾
織
小
５
）第
15
回
遠

野
市
内
小
学
校
陸
上
記
録
会
５
年
以

下
女
子
80
㍍
ハ
ー
ド
ル
で
大
会
新
記

録
に
よ
り
第
１
位

▼
藤
川
哲て
つ（
小
友
小
６
）第
15
回
遠
野

市
内
小
学
校
陸
上
記
録
会
共
通
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
大
会
新
記
録

に
よ
り
第
１
位

▼
高
橋
俊し

ゅ
ん
ぺ
い

平（
遠
野
北
小
６
）２
０
２

０
全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
ソ
ロ
演

技
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
部
門
小
学

生
の
部
ク
ラ
ス
Ｄ
男
子
の
部
で
準
優

勝▼
佐
々
木
悠ゆ
う
き希（
土
淵
小
６
）日
清
食

品
カ
ッ
プ
岩
手
県
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
男
子
小
学
６
年
１
０
０
㍍

で
第
１
位
ほ
か

▼
菊
池
優ゆ

ら空（
遠
野
中
２
）第
24
回
岩

手
県
中
学
校
新
人
大
会
陸
上
競
技
大

会
中
学
２
年
男
子
１
０
０
㍍
で
第
１

位▼
福
嶋
心
菜（
同
３
）第
35
回
岩
手
県

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
女
子
の
部
で

第
３
区
に
出
場
し
区
間
第
１
位

▼
佐
々
木
舞ま

い
こ子（

遠
野
東
中
２
）２
０

２
０
岩
手
ベ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上

１
ｓ
ｔ
中
学
女
子
砲
丸
投
で
第
１
位

▼
菊
池
叶と

む夢（
遠
野
西
中
３
）２
０
２

０
岩
手
ベ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上
１

ｓ
ｔ
中
学
男
子
２
０
０
㍍
で
第
１
位

▼
花
輪
大だ
い
す
け輔（
花
巻
北
高
３
）２
０
２

０
岩
手
県
夏
季
陸
上
競
技
大
会
兼
第

72
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
代
替
大
会
男
子
５
０
０
０
㍍
競
歩

で
第
１
位

▼
藤
田
陽は

る
と人（

専
修
大
学
北
上
高
２
）

令
和
２
年
東
北
地
区
高
等
学
校
軟
式

野
球
岩
手
大
会
で
優
勝
ほ
か

▼
佐
々
木
翔と

わ空（
同
）令
和
２
年
東
北

地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
岩
手
大
会

で
優
勝
ほ
か

▼
伊
藤
星し
ょ
う
ま真（
同
３
）令
和
２
年
東
北

地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
岩
手
大
会

で
優
勝
ほ
か

▼
箱
石
瑞み
ず
き稀（
水
沢
第
一
高
３
）２
０

２
０
岩
手
県
夏
季
陸
上
競
技
大
会
兼

第
72
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
代
替
大
会
女
子
円
盤
投
で
第
１

位▼
大
洞
直な

お生（
盛
岡
南
高
１
）２
０
２

０
岩
手
県
夏
季
陸
上
競
技
大
会
兼
第

72
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
代
替
大
会
女
子
４
×
１
０
０
㍍
リ

レ
ー
で
第
１
位
ほ
か

▼
遠
野
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

高
円

宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｕ
‐
15
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
２
０
２
０
第
12
回
岩
手
県
Ｕ
‐
15

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部
リ
ー
グ
で
第

１
位
ほ
か

▼
遠
野
中
学
校
女
子
駅
伝
部（
田
代

陽
南
多
、畑
山
藍
、福
嶋
心
菜
、菅
原

美
姫
、
田
代
由
都
季
）遠
野
市
中
学

校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
技
女
子
で

大
会
新
記
録
に
よ
り
第
１
位

▼
遠
野
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

第

99
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩

手
県
大
会
で
優
勝

▼
小
友
ベ
ア
ー
ズ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団 

第
38
回
岩
手
日
報
杯
三
陸
海

岸
学
童
軟
式
野
球
大
会
兼
第
26
回
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
・
カ
ッ
プ
岩
手
県
学
童

軟
式
野
球
大
会
で
優
勝

財
団
活
動
貢
献
賞

▼
濱
田
弥わ
た
る（
久
慈
市
）

▼
遠
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

受
賞
者
紹
介
（
敬
称
略
）
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少年少女ふるさと発見探偵団員大募集！

アウトドアやモノづ
くりなどの活動を通
じて、ふるさとの魅力
や不思議を発見する
仲間を募集します！
団員どうし仲を深め、
コミュニケーション
能力や探求心を育み
ましょう。年間５回程度の活動を計画しています。皆さんの参
加をお待ちしています。
▶対　　象　市内小学４～６年生の児童
▶参 加 料　年間／5,500円（保険料込み）
▶活動内容　パネルラリー、滝観洞探検、海釣り、水車での粉ひ
　　　　　　き、楽器作りなど（令和２年度実績）
▶申込方法　電話またはメールで申し込み

財団活動サポーターにご登録をお願いします

当財団が主催するイ
ベントや事業などに
ご協力いただける、高
校生以上の皆さんを
随時募集しています。
特別な知識や技能は
必要 あ り ま せ ん。プ
ログラム運営のサポー
トで、自分自身のスキルアップにも繋がります。
▶活動内容　少年少女ふるさと発見探偵団、キッズワールドク
　　　　　　ラブなどのサポート
▶申込方法　電話またはメールで申し込み

仲間と楽しくバレエをやってみませんか？

しなやかな体づくり
や表現力が身に付き
ます。演目はクラシッ
クから創作バレエま
で様々。発表会や遠野
物語ファンタジーな
ど活躍の場がたくさ
んあります！
▶対　　象　４歳程度から高校生
▶練 習 日　毎週　金曜日16:15～20:30（幼児クラス除く）
　　　　　　　　　土曜日14:30～20:00
▶練習場所　遠野市民センター自由劇場
▶受 講 料　（月額）幼児 /5,000円　小学生以上 /7,000円
　　　　　　※別途父母会費や発表会負担金があります。
★３月20日、27日に無料体験レッスンがあります。

遠野少年少女合唱隊で一緒に歌いましょう！

歌うことが大好きな皆
さ ん を 募集 し て い ま
す！発表会や遠野物語
ファンタジー、市民芸
術祭 な ど た く さ ん の
舞台で、みんなと一緒
に歌いましょう。コン
サート観賞の研修や、
プロ音楽家によるボイストレーニングも行います。
▶対　　象　５歳程度から中学生
▶練 習 日　毎週　土曜日16:00～18:00
▶練習場所　遠野市民センター音楽室
▶会　　費　無料　※ただし父母会費が月額1,000円あります。

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載内容が変更になる
場合がありますのでご了承ください。

新しいことはじめてみよう！
当財団では以下の事業で令和３年度の参加者を募集して
います。幅広い体験や活動、地域や年代を越えた交流を
行っています。ぜひお気軽にお問い合わせください。

2021

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

令
和
３
年
２
月
受
付
分
ま
で

▼
濱
田 

弥わ
た
る 

様　
３
０
０
，
０
０
０
円

▼
匿
名
希
望　
　
４
９
，
４
０
１
円

　

頂
戴
し
た
寄
附
金
は
、
寄
附
者
の

意
向
の
と
お
り
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

寄
付
は
、
個
人
・
法
人
問
わ
ず
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

事
務
局
寄
附
採
納
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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財
団

広
報

2
0

2
1

 N
o

.2
3

令
和
３
年
３
月
18
日
発
行

Facebook
発

行
編

集
一
般
財
団
法
人
遠
野
市
教
育
文
化
振
興
財
団

〒
028-0524　

岩
手

県
遠

野
市

新
町

１
番

10
号

TEL 0198-62-6191　
FAX 0198-62-6195

http://w
w

w
.tono-ecf.or.jp

https://w
w

w
.facebook.com

/tono.e.c.f

お問い合わせは
遠野市教育文化振興財団（☎ 0198-62-6191）まで
　e-mail　mail@tono-ecf.or.jp
　H P　http://www.tono-ecf.or.jp/


